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サ ー モ カメ ラを用いた 二 次元速度場の 同定手法
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1 ．は じめ に

　 屋 外大気 環 境 下に お け る 壁 面 や地表 面 近傍 の 二 次

元速度分布 の 可視化 と定量的な速度 同定を 目的 とし，

熱画像 を用 い た 画像解析 に よ る 風 速測定 手法 を 提案

す る．屋外 二 次 元 速度場 の 計測手法 と して は PIV や

ドッ プ ラーラ イダーな どの 手法 が確立 され て い る が
，

こ れ らに対 し て 日 中で も観測 が 行 え る こ と，凹凸 が

あ る よ うな地 表面直近 の 風 速を測定 で き る こ と な ど

の 特徴が あ り，そ れ ら を 活 か した観測が今後期待 さ

れ る．測定範囲は サ
ー

モ カ メ ラ の 撮影範囲 とな る た

め ，実現 ・∫能 なカ メ ラの 固定設 置高度を考え る と数

百 m 以下 とな り，丁 度PIV と ドッ プ ラーラ イダー
の

中 間 的な 現 象 を捉 え る の に 適 して い る と考 え られ る．

2 ．測定原理

　日射に よ り壁 面 （地 表面） が 加 熱され る 場 を考え

る．こ の 時気 温 と壁 面 温度に コ ン トラ ス トが 生 じ，

対流熱伝達 に よ り壁面温度 が 時空間的 に 変動す る．

こ の 時空間的な壁 面温度変動 の パ ター
ン は ，壁面近

傍 で 発達す る 乱流構造 の フ ッ トプ リン トを表 して い

る．つ ま りこ の 壁面温度分布 の 時間的な変位 を，P【V

の ア ル ゴ リズ ム を用 い て 同定す る こ とで ，乱流構造

の移流速度を推定す る こ とがで き る．さ ら に，乱流

構造 の 移流速度 が ロ
ーカ ル な風速 の 関数 と し て 表 さ

れ る と仮 定 し，壁 面近 傍 風 速 が 推 定 され る，

3 ．結果

　図 1 は 実都 市建物壁 面 に 応用 した例 で あ り，表 面

変動温度分布 （左 図） と，そ の
一

時刻前 に 撮影 され

た 温度分布 か らの 変位 と して 推定 され た速度ベ ク ト

ル の 分布 （右図） を示 して い る，こ れ ら の 図 よ り，

壁面全体 で
一

様 な風速場 とな っ て い る の ではな く，

側 方 か ら の 風 の 吹 き込 みや，発散場， h昇 流 な ど が

見受け られ る．ま た，高速域 の フ ロ ン ト面 に て 壁 面

温度 が高くな る傾 向が見 られ た，速度 の 定 量的な評

価 に 関 して は，壁面 よ り 3cm 離れ た 位置 に 設置 し た

超音波風 速計の 測 定値 と 比較す る こ と で 行 っ て い る ，

　他の観測例と し て 人 工 芝が張 られたグ ラ ウン ドで

の 観測 を行 い
， 約 10〜50m 程度 の 大き さを有す る ス

ト リ
ー

ク 構造や渦構造な ど を観測 した ．こ れ らの 結

果 よ り，比 較的大きな流れ の 観測に も有効で あ る こ

とが示唆 され る．
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図 1　 屋 外 建物 壁 面 に添 付 した ス タイ ロ フ ォ
ーム 表 面 の

　　変動温度分布 （左） と速度 ベ ク トル 分布 （右 ）

図 の上 下 が高 さ方 向，左 右 が壁に 平 行 な水 平方 向 とな っ て

い る．観測 壁 面 に は温 度 変 動の 感 度 を高 め るた め，表 面 を

黒 く塗装 し た ス タ イ ロ フ ォ
ー

厶 が 添 付され て い る、左 図の

● 印の 箇 所 に は超音 波 風 速計 が 設 置 され て いる．
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